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問
　
市
で
は
、
「
人
と
自
然
が
ふ
れ
あ

う
環
境
共
生
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
い
る

中
、
現
在
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
葉
や
せ

ん
定
枝
を
燃
え
る
ご
み
と
し
て
処
理
し
て

い
る
が
、
ご
み
の
減
量
化
、
焼
却
時
に
発

生
す
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
、
さ
ら
に
毎

年
増
え
続
け
て
い
る
高
座
清
掃
施
設
組
合

へ
の
運
営
費
分
担
金
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

今
後
は
、
せ
ん
定
枝
等
を
燃
え
る
ご
み
と

し
て
扱
う
の
で
は
な
く
、
美
化
セ
ン
タ
ー

内
に
破
砕
機
を
設
置
し
、
チ
ッ
プ
化
し
て

再
利
用
す
る
こ
と
で
、
市
民
に
真
の
資
源

循
環
型
社
会
を
実
感
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
答
　
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
と
資
源

化
の
た
め
に
市
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

資
源
化
分
別
収
集
事
業
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
一
層
の
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
努

め
て
い
る
。
御
指
摘
の
と
お
り
、
家
庭
か

ら
出
さ
れ
る
葉
や
せ
ん
定
枝
は
、
現
在
、

燃
え
る
ご
み
と
し
て
高
座
清
掃
施
設
組
合

に
搬
入
し
、
焼
却
処
理
を
し
て
い
る
。
庭

木
の
せ
ん
定
枝
は
、
破
砕
機
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
チ
ッ
プ
化
や
た
い
肥
へ
の
リ
サ

イ
ク
ル
が
可
能
で
あ
る
が
、
た
い
肥
化
に

つ
い
て
は
悪
臭
対
策
に
多
額
の
経
費
が
見

込
ま
れ
、
ま
た
チ
ッ
プ
等
の
再
生
品
の
需

要
が
未
知
数
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
状

況
を
見
極
め
た
中
で
十
分
研
究
し
て
い
く
。

（
他
に
「
大
型
公
園
整
備
に
つ
い
て
」
「
市

役
所
前
高
圧
線
地
中
化
に
つ
い
て
」
を
質

問
）

　
問
　
来
春
、
大
型
商
業
施
設
の
開
業
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
来
店
者
に
よ

る
交
通
渋
滞
が
予
想
さ
れ
る
。
渋
滞
解
消

の
た
め
、
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
西
側
駐
車

場
の
北
側
に
出
口
を
設
け
、
帰
宅
車
両
を

農
道
に
迂
回
さ
せ
た
り
、
光
綾
公
園
の
Ｔ

字
路
に
右
折
車
線
を
設
置
し
な
い
か
。
ま

た
、
市
民
の
交
通
安
全
の
た
め
、
蓼
川
の

東
名
に
か
か
る
橋
へ
の
歩
道
橋
の
設
置
や
、

寺
尾
の
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
付
近
の
歩
道
中

央
に
立
つ
電
柱
の
移
設
は
で
き
な
い
か
。

小
・
中
学
校
で
は
、
事
故
か
ら
身
を
守
る

だ
け
で
な
く
、
自
転
車
で
歩
行
者
を
死
亡

さ
せ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
補
償
等
ま
で
含

め
た
交
通
安
全
教
育
を
し
て
い
る
の
か
。

　
答
　
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
西
側
駐
車
場

の
北
側
出
入
り
口
は
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件

が
あ
る
が
、
開
放
に
向
け
て
調
整
し
て
い

き
た
い
。
光
綾
公
園
横
の
交
差
点
に
つ
い

て
は
、
渋
滞
解
消
の
た
め
改
善
す
べ
き
場

所
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
蓼
川
の
大

和
七
号
橋
は
大
和
市
の
管
轄
で
あ
り
、
歩

道
橋
の
設
置
を
要
望
・
協
議
し
て
い
る
が

思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
現
況
で
あ
り
、

寺
尾
の
歩
道
の
電
柱
に
つ
い
て
は
、
県
道

の
た
め
県
へ
移
設
の
申
し
入
れ
を
し
て
い

き
た
い
。
小
・
中
学
校
で
は
、
自
転
車
乗

車
中
は
事
故
の
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も

な
り
得
る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
責
任
感
を

持
っ
て
行
動
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

（
他
に
「
地
域
活
性
化
イ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
」
を
質
問
）

　
問
　
行
政
改
革
を
推
進
す
る
上
で
、
職

員
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
痛
み
が
あ
る
と
思
う

が
、
市
長
自
身
に
も
痛
み
が
必
要
で
は
な

い
か
。
市
長
公
用
車
の
廃
止
な
ど
目
に
見

え
る
市
長
の
率
先
行
動
に
よ
り
、
職
員
の

心
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
に
も
な
る
。
市

長
公
用
車
廃
止
の
動
き
は
全
国
各
地
で
起

こ
っ
て
お
り
、
埼
玉
県
志
木
市
で
は
、
普

通
の
公
用
車
を
職
員
又
は
職
員
の
仕
事
を

肩
代
わ
り
し
て
い
る
行
政
パ
ー
ト
ナ
ー
と

呼
ば
れ
る
市
民
が
運
転
し
て
い
る
。
本
市

で
も
市
長
公
用
車
を
見
直
す
考
え
は
な
い

か
。
ま
た
、
年
間
の
維
持
費
と
運
転
業
務

の
な
い
と
き
の
運
転
手
の
仕
事
は
。

　
答
　
市
長
と
し
て
の
公
務
は
、
市
行
政

の
多
岐
に
渡
る
ほ
か
、
全
国
基
地
対
策
協

議
会
の
副
会
長
や
防
衛
施
設
周
辺
整
備
全

国
協
議
会
の
理
事
な
ど
全
国
的
な
組
織
の

職
務
を
兼
ね
て
お
り
、
広
域
的
に
活
動
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
日
々
の
公
務
を
迅

速
か
つ
効
率
的
に
遂
行
す
る
上
か
ら
も
、

引
き
続
き
市
長
公
用
車
を
使
用
し
て
い
く
。

ま
た
、
年
間
の
維
持
費
は
、
運
転
手
の
人

件
費
、
ガ
ソ
リ
ン
代
、
車
検
等
の
費
用
及

び
保
険
料
の
総
額
で
約
九
百
二
十
万
円
で

あ
る
。
な
お
、
運
転
手
は
、
市
長
が
議
会

等
に
出
席
し
外
出
し
な
い
と
き
は
、
基
本

的
に
は
秘
書
課
の
事
務
を
行
っ
て
い
る
。

（
他
に
「
環
境
都
市
と
し
て
更
な
る
前
進

に
つ
い
て
」
「
市
役
所
、
公
共
施
設
の
弾

力
的
運
用
、
使
用
に
つ
い
て
」
「
部
活
動

の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　
問
　
平
成
十
三
年
の
開
園
以
来
、
多
く

の
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
城
山

公
園
は
、
六
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
面

積
を
有
す
る
が
、
園
内
に
ト
イ
レ
は
四
カ

所
し
か
な
い
。
小
さ
な
子
ど
も
に
は
ト
イ

レ
が
遠
く
て
間
に
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
る

た
め
、
特
に
子
ど
も
達
に
人
気
の
ロ
ー
ラ

ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
の
あ
る
遊
具
広
場
に
も
ト

イ
レ
を
早
急
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
本

年
四
月
に
起
き
た
大
阪
府
高
槻
市
の
回
転

遊
具
の
事
故
を
受
け
て
、
本
市
で
は
ど
の

よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。
新
聞
紙
上
に
よ

る
と
、
遊
具
管
理
の
認
識
が
各
自
治
体
に

浸
透
し
て
い
な
い
実
態
が
浮
か
び
上
が
り
、

危
機
管
理
意
識
の
低
さ
を
指
摘
し
て
い
る

が
、
本
市
の
現
状
と
対
応
は
ど
う
か
。

　
答
　
城
山
公
園
の
ト
イ
レ
は
、
利
便
性

を
条
件
に
検
討
し
た
が
、
各
エ
リ
ア
の
ス

ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
現

在
の
位
置
に
し
た
。
遊
び
に
夢
中
な
小
さ

な
子
ど
も
に
は
遊
具
広
場
か
ら
ト
イ
レ
は

遠
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
直
ち
に
実
態

を
調
査
し
、
解
決
を
図
る
。
遊
具
に
つ
い

て
は
、
高
槻
市
の
事
故
を
踏
ま
え
て
、
直

ち
に
緊
急
点
検
を
行
っ
た
。
な
お
、
日
ご

ろ
か
ら
職
員
だ
け
で
な
く
、
利
用
者
等
の

通
報
を
も
と
に
監
視
を
し
て
お
り
、
一
斉

点
検
に
つ
い
て
は
、
年
二
回
実
施
し
て
い

る
。
今
後
は
、
市
独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
一
層
の
安
全
確
保
に
努
め
る
。

（
他
に
「
綾
瀬
市
開
発
行
為
に
関
す
る
指

導
要
綱
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

６月28日、綾瀬小学校の４年生101人が議場を見学し、初めて入る議場で
議会の構成や役割について一生懸命勉強しました

毎年、綾南公園の蓼川沿いには、夏を前に色とりどりの紫陽花が咲き乱れます。
新緑とのコントラストが、緑豊かな綾瀬をいっそう際立たせます

　
一
般
質
問
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
政
全
般
に
対
し
て
、
議
員
が
執
行
者
の
考
え
方
を
た
だ
す
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
す
。

　
６
月
定
例
会
で
は
、
６
月
15
日
・
16
日
の
本
会
議
で
14
人
の
議
員
か
ら
質
問
が
行
わ
れ
、
終
始
熱
の
入
っ
た
論
議
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
以
下
は
質
問
・
答
弁
の
概
要
で
す
（
掲
載
は
質
問
順
、
４
面
ま
で
続
き
ま
す
）
。


